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【研究課題名】 

早期子宮頸癌、子宮体癌、外陰癌のセンチネルリンパ節生検手術の多施設後方視的

観察研究   
【研究期間】 

西暦    年   月(倫理委員会承認後) ～ 2029 年  3 月 

【研究の対象】 

2016 年 4月 1日～2026 年 3月 31 日に子宮頸癌、子宮体癌、外陰癌に対する SLN マッピング手術

または SLN ナビゲーション手術を受けた患者 

【研究の目的・方法】 

子宮頸癌、子宮体癌、外陰癌の診断でセンチネル生検を併用した手術を行った際の検出率や有害

事象、生存率などを後方視的に検討し、SLN マッピング手術や SNNS の本邦の実態や新たな知見

を明らかにすることを目的とする。センチネルリンパ節部位や個数や病理診断結果、画像検査結

果や周術期、術後合併症などを診療記録や検査記録より抽出、収集し、それを用いて統計学的に

解析、検討を行う。産婦人科部長 新倉仁の責任の下に情報を管理する。 

【研究に用いる試料・情報の種類】 

患者背景を診療録により入手する。通常診療通り、リンパ浮腫関連のフォローアップ並びに、採

血を含めた各種検査については、通常診療の範囲内で施行され、必要に応じて診療録内に記載さ

れる。SNNS から得られた臨床データ及び検査結果を診療録の閲覧にて入手する。すなわち診療

録の情報を原データと定義する。 

【外部への試料・情報の提供】 

当施設より匿名化された診療情報（CRFエクセルファイル）を電子メールにて研究代表機関であ

る慶應義塾大学医学部産婦人科学教室の研究事務局に提供する。 

【試料・情報を利用する者の範囲】 

 ホームページへ掲載 

【問い合わせ先】 

  本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

  ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出ください。 

  また情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 仙台医療センター  産婦人科  部長 新倉 仁 (代表研究者) 

           産婦人科  医師 土岐 麻実（実務担当者） 

 〒983－8520 仙台市宮城野区宮城野２－１１－１２ 

 TEL:  022－293－1111 

 FAX:   －   －     

 

 


